
電波障害自主規制について

この装置は、クラスＢ機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こ
すことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B

機器認定について

本機は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線設備として、認証を受けています。
従って、本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。
認証機器名は次のとおりです。
認証機器名：CFI-ZMR1
ただし、以下の事項を行うと法的に罰せられることがあります。
•	本機を分解／改造すること
•	本体にある証明番号を消すこと

周波数について

本製品は2.4	GHz帯を使用しています。2.4	GHz帯は他の無線機器も同じ周波数を使ってい
ることがあります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用
ください。

本製品の使用上の注意
2.4	GHz帯では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造
ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定の小電力
無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
1.	 本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
2.	 万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに本製品の使用
場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

安全のために
この取扱説明書と対応ハードウェアの取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使い
ください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。小さ
なお子様には、保護者の方がお読みのうえ、安全にお使いください。

危険

電池の液がもれたときは次の対応をしてください。
•	素手で液をさわらないでください。
	- 液がもれたときは、すぐに使用を中止し、カスタマーサポートに相談してください。
	- 液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い、医師の診察を受けてください。失明の
原因となります。
	- 液が身体や衣服に付いたときは、すぐにきれいな水で洗い流してください。皮膚に炎症や
けがの症状があるときは、医師に相談してください。

•	すぐに火気から遠ざけてください。もれた液や気体に引火し、発火や破裂の原因となりま
す。

警告

•	電池を火や水の中に入れたり、分解、加熱、改造、充電をしたりしないでください。破損した
り、液が漏れたりして、けがや火傷の原因となります。
•	ぬれた手で本製品にさわらないでください。
•	分解や改造をしないでください。
•	内部に水や異物を入れないでください。
•	使用中や保管中、別の場所に運ぶときに、次のような場所に置かないでください。
	- 油煙や湯気の当たる場所
	- 湿気やほこりの多い場所
	- 直射日光の当たる場所や炎天下の車内
	- 熱器具の近くなど高温になる場所、熱のこもる場所
	- ぐらついた台の上など不安定な場所
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注意

•	指定以外の電池を使わないでください。新しい電池と使用済みの電池、または種類の違う電
池を混ぜて使わないでください。電池の性能の違いにより、破裂したり、液が漏れたりして、
けがや火傷の原因となります。
•	電池は正しい向きにセットしてください。（＋）プラスと（－）マイナスを逆にセットすると、
ショートして電池が発熱や破裂をしたり、液が漏れたりして、けがや火傷の原因となります。
•	電池を使い切ったときや、長期間使用しないときは取り出してください。電池を入れたまま
にしておくと、過放電により液が漏れ、けがや火傷の原因となります。
•	小さなお子様の手の届かないところに置いてください。
•	物を載せたり、上に乗ったりしないでください。
•	投げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
•	不要になった本製品や梱包材は廃棄方法に注意してください。本製品は金属やプラスチッ
クでできているため、燃やすと危険です。廃棄するときは、各自治体の指示に従ってくださ
い。

使用上のご注意
•	乾いた柔らかい布でふいてください。
•	表面が変質、変色しないように、次のことを守ってください。
	- 殺虫剤など、揮発性のものをかけないでください。
	- ゴムやビニール製品などを長期間接触させないでください。
	- シンナー、ベンジン、アルコールを使わないでください。化学ぞうきんを使ってふくのを
避けてください。

準備する
電池を入れる

1 リモコン背面のPUSHボタンを押して、背面カバーを外す。
ロックが外れるまで、PUSHボタンを押し込みます。

PUSHボタン

2 電池の＋/－を正しい向きでセットする。

3 背面カバーを付ける。
カバーの突起をリモコンのへこみにあわせ、カチッと音がするまで押し込みます。

ヒント

電池が消耗すると、正常に動作しなくなったり、リモコンの動作距離が短くなったりします。
この場合は、2個とも新しい電池に交換してください。



ペアリングと設定をする

PlayStation®5のコントローラーおよびテレビのリモコンとして使うには、最初にPS5™とペ
アリングし、続いてテレビのリモコンとして使えるように設定します。
PS5のホーム画面から、［設定］	＞［周辺機器］＞［メディアリモコン］＞［メディアリモコンを
設定］を選び、画面に従って設定してください。

ヒント
•	 1台のメディアリモコンで操作できるPS5は1台です。
•	 使用するテレビを変える場合は、設定し直してください。
•	 PS5のシステムソフトウェアは、常に最新のバージョンにしてください。
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 A ）TV音量 + ボタン
  　TV音量 ‒ ボタン

C ）TV電源ボタン

 E ）方向キー
F ）決定ボタン

 D ） （TV MUTE）ボタン

 B ） （マイク）ボタン（今後対応予定）

H ） （オプション）ボタン
G ） （戻る）ボタン

    （早送り）ボタン

 I ） （早戻し）ボタン
    （再生／一時停止）ボタン

 J ）サービス起動ボタン

K ） （PS）ボタン

ヒント

TV音量	+	ボタンと （再生／一時停止）ボタンには凸点（突起）が付いています。操作の目印
としてお使いください。

主な仕様
電源 単3乾電池2個

最大外形寸法（突起部含まず） 約45	mm	×	145	mm	×	26	mm
（幅×高さ×奥行）

質量 約55	g（電池含まず）

動作環境温度 5	℃～ 35	℃

仕様および外観は予告なく変更することがあります。

保証について
•	保証期間は新品のお買い上げ日より1年間です。
•	保証を受けるためには必要事項（ご購入日、店名）が記載された購入証明書が必要です。大切
に保管してください。
•	保証を含むアフターサービスの詳細については、アフターサービス規定／保証規定
（https://pscom.jp/support/warranty）をご確認ください。
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